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業界内の淘汰合戦と異業種参入始まる

21世紀 には関連産業も含めれば世界最

大の産業となり、ＥＣマーケットでも第1位 の

取引量を占めることが確実視されている旅

行業。しかし、その業界内では人きな淘汰

と異業種参人が始 まろうとしている。

日本の航空・旅行会 社の現状

日本の航空会社や旅行会社はパソコン

を真っ先に導入し、独自のコンピューター

予 約 シ ステ ム(CRS  = Computer

Reservation System) を 築 き上 げ てき

た。しかし、予想もしなかったインターネッ

トの急速な普及への対応には､ ＣＲＳや社

内システムへ莫大な投資をしてしまったが

故に後れをとってしまったようである。

遅ればせながら、大手もインターネット

の重要性に気づき独自のホームページ作

りが急速に進められているが､ 紙 のカタロ

グをネットに移し替えたり、収益性の低い

宿泊手配や格安航空券などの素材販売に

終始しているものが多いようだ。

インターネットユーザーには旅慣れた層

が多く、オーダーメイド性の高い個人旅行

を志向する傾向がある。パック旅行や既

存の旅行商品では満足 できない のだか

ら、素材のみしか売れないのは当然のこ

とだろう。しかも、素材の販売に関しては

オンライン販売を早くから始めた中小旅

行会社が会員限定を名目に、電子メール

等を活用して旅行情報誌やパンフレフトに

印刷された価格を大幅に下回る価格破壊

的商品を盛んに流通させており、消費者

にもその存在が知れ渡ってきている。

旅行サ イトを活 用するユ ーザー

旅行業者が目先の予約客をつかまえよ

うと苦闘している間に、ネット利用者はイ

ンターネットが旅の楽しみを膨らましてく

れる無限の可能性を持っていることを知っ

てしまったようだ。その多様な機能を実感

させてくれるリンク集を2 つ ほど紹介して

おこう。国内外の旅行関連ホームページ

を1 行コメント付きで9,000以 上も紹介して

いる｢ 旅行リンク｣(http:// ｗｗｗ.ｓt.ｒim.

orjp/~moritamm/index.html) は 、か つ

て､ 旅 行 業 界 に 籍 を 置 い た 森|||紀 美 子 女

史 が 非 営 利 で 運 営 し て い る 秀 逸 なリン ク

集 だ 。この サ イト で は 画 像 やil 声 を 楽 し

み な が ら国 内 の 温 泉 や 観 光 地 を 紹 介 す る

ペ ー ジ か ら、海 外 か ら[| 本 語 で 発 信 して

い る 旅 行 サ イト、旅 行 安 全 情 報 、通 貨 や

時 差 吋] 没･|| の 出 時 間 など の 自 動 計 算

サ イト、 世 界 の 気 象 情 報 や ラ イヴ 映 像 中

継 カ メラを 集 め た サ イト、旅 行 計 画 に 絶 大

な 力 を 発 揮 す るフ ラ イトや 鉄 道 の 電 子 時

刻 表 など が 網 羅 さ れて い る。とくに 、鉄 道

時 刻 表 は 乗 り換 え 時 刻 表 や 経 路 図､ 駅 の

構 内 図 など を示 すものもあ り、イスタンブ ー

ル か らロ ンド ンまで が5 同 の 乗 り換 えで､ 所

要48 時 間 、乗 り換 え 都 市 で 駅 が 変 わる 場

合 の 移 動 方 法 とい っ た こと まで 即 座 に 教

えて くれ る。

旅 行 業 界 誌トラ ベ ル ジ ャ ー ナ ル が 業 界

と 消 費 者 の 双 方 に 向 け て 発 信 し て い る

｢ 旅 天 国｣｢htlp:､ ……､｡www.t｣ ｎｅt.ｃｏ.｣p/) の

｢お 勧 め サ イト｣ も海 外 を 中 心 に 役 立 つ サ

イトが リン クさ れ て い る 。 今 現 在 アメリカ

[こ空 を 飛 行し て い るす べ て のフ ラ イトに つ

い て 、機 内 で お なじ み の デ ジ タル 飛 行 ル

ートマ ップ が 高 度 や 方 位 、速 度 計 とともに

表 示 し てくれ る サ イトや 管 制 竹 とパ イロ ッ

トの 交 信 が 生 で 聴 け る サ イトもリン クさ れ

て い る 。さら に 、海 外 のドラ イブ 予 定 コ ー

スを 入 力 し て い くと 地 図 人 りで 所 要 時 間

や 走 行 距 離 、観 光 情 報 な ど を 打 ち 出 して

くれ るサ イトや 吐 界99 都 市 に 関 して 、自 分

が 見 た い もの 泊 まりた い 宿 など を 人 力 す

ると オ ー ダ ー メ イド の 英 語 ガ イド ブ ッ クを

作 成 し てくれ る サ イト、世 界 の300 以 上 の

美 術 館､200 以 上 の 都 市 で 仮 想 旅 行 体 験

を 楽 し ま せ て く れ るVirtual Tours 、海

外 の イベ ントや 見 本 市 、祭 り、オ ペ ラな ど

の ス ケ ジュ ー ルを 網 羅 し た サ イトなど が あ

る。もち ろ ん 、名･機 能 の 利 用 は 無 料 だ 。

こ の2 つ の リ ン ク 集 を 見 れ ば 、 従 来 、

業 者 の 独 占 で あ っ た 航 空 会 社 な ど の

ＣＲＳ機 能 の ほ と ん ど が ネ ッ ト| こで 消 費

者 に 無 料 で 開 放 さ れ て き て い る こ と も

見て取れるだろう。

旅行

メ タサー チエンジ ンや

モ バイル化 により変 わる旅 行

旅行業者のサイトを魅力のないものと

している理由は、個人旅行者の求める商

品を提供できないばかりではない。旅行

業者は、とっくに消費者に知られているよ

うな情報も自社サイトでは｢ ないもの｣ にし

てしまっているなど情報操 作が 目立つ。

ある会社のホームページでは現地販売価

格の倍近い値段で市内 観光を売ってい

た。より大きな理由は、欧米のホームペー

ジと異なって､ 消 費者の旅のモチベーショ

ンを刺激する工夫がされていないことだ。

日的地 の季節にあった旬の楽しみ方や

｢乗馬がしたい｣､｢ フラ イ･フィッシングを

楽しみたい｣ といった要望を汲み取ろうと

いう姿勢があまり見られない。

逆に、最近話題のメタサーチェ ンジン

を使えば一般消費者でもサーチャー並に

旅行に必要なサイトを見つけ出すことが

できる。たとえば、コベ ルニック(http:

//ｗｗｗ.copernic.ｃｏ.jp/)と呼 ばれるエン

ジンはＹＡ１１００! JAPAN やInfoseek な

ど10 の検索エンジンを同時に動かし検索

結果を整理統合して一覧表にしてくれる。

試しにイタリアの地方観光都市サン･ ジミ

ニャーノで検索してみると104 もの サイト

を選び出してくれる。また、コペ ルニック

の英語 版でWine Tour を検 索 すると世

界中の数百のワインツアーをリストアップ

してくれる。

コベルニックには旅専門のサーチェン

ジンをセットした旅チャンネルという機能

もある。メタサーチではないが､ ホテルや

レストラン、メニュー実例、航空会社、空

港、ドラブ旅行自動計画、地図、政府観

光肘などそれぞれを専門とする数十の旅

行関連 検索 エンジンを 集めたVirtual

T  ravel Search Engines  (http://ｗｗｗ.

dreamscape.a  m/frankvad/search.
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travel.html) やThe Internet Sleuth

Search　Travel  (　http://ｗｗｗ.isleuth.

cｏｍ/trav.html) とい ったアメリカの検索

サイトも旅行の計画に大いに役立つ。

今後、モバイル機器の進化や携帯電話

の世界規格の誕生、旅行者向けのナヴィ

ゲーション・システムの開発などにより、

旅行者の旅の姿も急速に変化するだろう。

つまり、無添乗員旅行の障害が取り払 わ

れていき、今までパック旅行でしか行かな

かった層まで個人旅行化してしまう可能

性が高まってきているのだ。このような時

代を予感させるサイトがフランス･ テレコ

ム のShops by Street  (http://ｗｗｗ.

pagesjaunes.voila.fr/wrmm_rue_marcha

nde.cgi?LANGAGE_TYPE=anglais) と

いうページに垣間見られる([11] 。たとえ

ばパリの通りの名を入れると一一軒一軒の

店が紹介され、主な建物は正㈲の写真も

見ることができる(パリだけで35万 画像収

納 冂。日本の女性誌顔負けの写真入り

イラスト地図が飛び出してくるのだ。そし

てホームページを持つ店へは画面上から

クリックできる。建物の周辺図もズーム機

能付きで見ることができる。試しに、ホテ

ルのサイトを開いてみると予約画面 まで

用意されている。店のプロモーション･ビ

デオが流れるところもある。レストランに

よっては値段入りのメニューを掲示してい

図1 「Shop by Street」のページ
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るところもある。

フランスに隕らず各国の電話帳はホー

ムページや電子メールのアドレス帳の機

能も備えてきており、旅行者の情報源とし

て大変役に立つ。各国の電話帳を網羅し

英 語で 機 能を 解 説したT  elephone

Directories on the Web  (http://ｗｗｗ.

teldir.com/)という便利なサイトもある。

海外から直 販できる サイトの増加

政府観光局の[1 本語サイトなどを見る

と、現地のバス観光ツアーやホテル、エ

ンターテイメントなどを日本語で紹介し申

込先のＵＲＬやメールアドレスまでリンクさ

せたサイトが目立ってきている。また、現

地の旅行サイトやホテルなどが独自に日

本語のホームペ ージを作るケースも増え

ている。

たとえば､｢ イタリアの素晴らしき古都

フィレンツェへようこそ!｣(httｐ://ｗｗｗ.

tiac.net/users/pendini/nihongo/indexj.h

tml) という3つ 星ホテル･ ペンティ一二が

開いている日本語サイトは、ホテルの案

内もあるが､ そ れ以上に価格別レストラン

ガイドやフィレンツェ発地元情報など観光

局顔負けのデータがある。2時 間待ちの

ウッフィツィ美術館を待たずに入る方法や

郊外のアウトレッドへ個人で行く方法など

まで紹介している。オーナーの話では。

日本語の予約ページに

ローマ字で書き込んで

もらうと、ホテルにイタ

リア語の予約両面とし

て届くシステムを開発

してから日本人客が急

増しているそうである。

また、ホテルではメー

ルの送受信が無料で、

7割の客が利用してい

るという。面 白いこと

に、日本からの予約メ

ールは日本時間の昼休

みと18:00以降 に集中し

ており、会社でインタ

ーネットを使って予約

をしていることが 歴然

だそうだ。日本の実際

のインターネット人口が統計の数を上回っ

ているだろうことがこんなところからもうか

がえる。

このホテルも含め、独自のページを

持っている世界中のホテルをリンクし

たAllhotels on the Ｗｅｂ(httｐ://ｗｗｗ.

all-hotels.com/index.asp)とい うリンク集

もある。年間$25とい う格安料金でホテル

のリンクを引き受けているのだが、考えて

みれば2 万 軒集めれば年$50 万 もの収入

だ。消費者にとっても、旅行業者経由で

は手配の難しいハ ネムーンやグルメ、ゴ

ルファー向けの宿泊パックといったものも

利用できるし､ ほとんどのホテルがインター

ネット割引を用意しているのも魅力だ。

ホテルを上川る予算を取る航空券に関

し ても 、Online Discounted Airfares

&Flight Reservation  (http://ｗｗｗ.ｅtｎ.

nl/discount.htm) というサイトで海外発の

最低航空運賃を調べることができる。複

数の航空券価格検索サイトをリンクしてい

て、出発地を18 か 国から選ぶと、その国

に最適なサイトが 選択される。そして、各

サイトの検索ボックスに出発地、到着地な

どを入れていくと割引航空券の料金条件

などと共にリストアップされる。各サイト

がさらに多くの国をリンクしているので実

際上は50 か 国以上の発着料金がわかる。

実は、この航空券価格検索サイトでは日

本発着の料金は出てこない。海外の航空

券が航空会社公認の割引制度に基づく料

金であるのに比べ、日本では、旅行会社

各社が独自に値付けをするIT 運 賃に基づ

くものが主流であるため、コンピューター

販売が困難なのである。

オンラ イン旅 行会社の 登場

アメリカでのインターネット旅行ビジネ

スサイトは、マイクロソフト系のエ クスペ

ディア(http://ｗｗｗ.expedia.ｃｏｍ/) やア

メリカン航空系のTravelocity  (http://

ｗｗｗ.travelocity.ｃｏｍ/)に 代表されるよ

うに、商品提示選択･ 予 約･ 決済･ 旅行書

面発送までをほとんど無人化したオンラ

イン旅行会社が急成長している。日本で

は航空会社公認のＰＥＸ(事 前購入割引運

賃) 等 ではなく、旅行会社がIT 運 賃とい
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うパック旅行用運賃を勝手に価格設定し

たものが海外格安航空券として流通してい

るので､ オンライン販売には馴染まなかっ

た。しかし、国内線でいち早くＰＥＸが一

般化したのに続いて、国際線もＰＥＸ運賃

が大幅に引き下げられた。それでも、格

安航空券に比べて若干割高なのだが､ 航

空会社系のクレジットカード機能付きマイ

レージカードを使って航空会社の窓口で

買うと、結果的にほとんど価格差が感じら

れないまでになった。

ところで､ この｢ 航空会社の窓口で買う

と｣というのが旅行業者にとっては死活問

題なのだ。消費者の旅行業者離れを決定

的にしかねないからである。実際、[]本

航空系のジャルパックがこの5 月17 囗から

運営を開始した会員制総合旅行ウェブ｢ｅ

トラベル｣(http:// ｗｗｗ.etravel.ｃｏ.jp/)

は、インターネットで航空券予約からホテ

ル手配までできる囗本初の本格的オンラ

イン旅行会社であり、一般の旅行会社に

とって脅威であろう。

また、格安航空券販売がコンピューター

に乗りやすいＰＥＸ系で一本化した方がよ

いという思惑が､ マ イクロソフト系のエク

スベディアなどのオンライン旅行会社と航

空会社の間で一致しているように思える

のも不気味だ。今後、あっという間に、シ

ステムに莫大な資本と最新の技術を投下

図2 「イサイズ･トラベル」のホームページ

し、オンライン販売を確立した新顔の旅

行会社が日本を席巻する恐れさえある。

では、既存の旅行業者はどう迎え撃と

うというのだろうか。大手のＪＴＢなどはシ

ステム旅行会社を迎え撃つ準備を着々と

進めているようで、すでに｢JTB INFO

CREW｣(http:// ｗｗｗ.jtb.ｃｏ.jp/crew/)

という会員制旅行ウェブをスタートさせて

いる。旅行情報誌『ＡＢ･ＲＯＡＤ』を発行し

ているリクルートが新たに作った｢ イサイ

ズ・トラベル｣ の ホームページ(http://

ｗｗｗ.isize.cｏｍ/travel/) も要注目だ( 図

2)。サイトの情報をスクラップしながら旅行

計画を練り上げる機能やホテルなどの評

価 情 報 を 盛 り込 ん だりと イン ター

ネットの特性をうまく活かした意欲的なサ

イト作りが見られる。なお､｢ イサイズ･トラ

ベル｣ は 第3種旅行業者であるリクルート･

イサイズ･トラベル社が運営をしており、５

月より海外旅行の予約･ 販 売を開始した。

中小旅行会社の対応

まず注目したいのが、旅行部門におけ

るＥＣの数少ない成功例として経済誌や

業界誌に頻繁に取り上げられているコス

モエアーシステム（http:// ｗｗｗ.

castour.com/index.html)だ。海外格安

航空券とホテルのみという素材販売に絞

り込み、徹底した省力化で販売コストを

極限まで下げ消費者に

還元している。3万人

近いメール会貝に毎週

送る｢ 今週のお買い得

情報｣ は 格安航空券の

ボトム価格の情報源と

しても定評がある。

次 に注 目したい の

が､ 特定の地域や旅行

形態などの専門分野を

前面に打ち出している

個性的 な旅行会社 群

だ。ＳＯＨＯ的な規模が

多いが､ そ の専門性故

に｢SpecialistOffice

/Homedoctor Office｣

と読 み替えたい 位だ。

これらの会社は、国内

外の旅行関連ホームページを9,00 0以上 も

紹介している｢ 旅行リンク｣の｢ 旅行会社｣

のページで数百社がリンクされている。ま

た、専門分野を持つ旅行会社が連合した

その名も｢旅 専｣(http:// ｗｗｗ.tabisen.

cｏ.jp/index-j.html)とい う組織も発足して

いる。

個性派旅行会社が今後伸びるかどうか

は、消費者を納得させる高品質なオー

ダーメイド旅行商品の創出とそれに見合う

手数料等の収受が可能となるかどうかだ

ろう。そのためには、インターネットを販売

チャンネルとしてのみとらえるのではなく、

欧 米 のＳＯＨＯ型 旅 行 会 社 の 一 部が

始めているように√旅行者のモチベーショ

ンを剌激し続けるカルチャー･ クラブ的な

ポータル(玄 関口)を川意する必要がある

だろう。もし､ 専 門分野にあぐらをかいて油

断をすれば､ 情 報だけをタダ取りされてオ

ンライン旅行会社に素材を買いに走られ

ることになりかねない。

(山 口 俊 明　 トラ ベ ルジャーナリスト)

インターネット白 書' ９９ ◆　 ９５
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